
 
  

  
 

 

          

  

 

風鈴に涼しき風の姿かな    （正岡子規） 

 

現在、小中学校では、新型コロナウイルス感染症予防

のために、子供たちの登下校においてもマスクを着用するようにしています。し

かし、これから大変暑くなってきますので、熱中症対策として、人と人との間隔

を十分とりマスクを外すことをはじめ、傘をさして日差しをさえぎること、水分

補給をすること、タオルを活用することなど、工夫をしながら通学するようにし

ます。いろいろな制約がある中で、子供たちががんばっています。子供たちを温

かく見守り応援してください。 

 

さて、今回は、本市の強みである豊かな自然環境の中で、子供たちとともに、

しっかりと遊び・学び、体験活動をしてほしいことについてです。 

次の表は、国立青少年教育振興機構が、平成３０年８月に発表した「青少年の

体験活動等に関する意識調査結果」です。この調査は、過去１０年以上、継続し

て行われており、自立的行動習慣と関連付けてまとめてあります。 

 

    【青少年の自然体験調査結果（平成２９年２月～３月調査）】   （％） 

自然体験質問項目 
何度も 

ある 

少し 

ある 

ほとんど

ない 
不明 

海や川で泳いだこと ５４．５ ２８．３ １６．７ ０．６ 

チョウやトンボ、バッタなど昆虫を捕まえたこと ４８．３ ２８．３ ２２．８ ０．６ 

野鳥を見たり、鳴く声を聞いたりしたこと ４６．２ ３３．３ １９．９ ０．６ 

夜空いっぱいに輝く星をゆっくり見たこと ４１．５ ３９．１ １８．８ ０．６ 

海や川で貝を採ったり、魚を釣ったりしたこと ３９．０ ３４．２ ２６．３ ０．６ 

太陽が昇るところや沈むところを見たこと ３３．０ ３７．１ ２９．３ ０．６ 

大きな木に登ったこと ２８．４ ２９．７ ４１．２ ０．６ 

キャンプをしたこと ２７．２ ２９．０ ４３．３ ０．５ 

ロープウェイやリフトを使わずに高い山に登ったこと １６．７ ２４．９ ５７．７ ０．７ 

（調査対象：全国の公立小学校４年～６年、中学校２年、高校２年  計１８,３１６人） 

 

自然体験が豊かな子供ほど、自立的行動習慣（「自律性」「積極性」「協調性」）

が身に付いているという結果が出ています。 

〇自律性：「人の話をきちんと聞く」「ルールを守って行動する」「周りの人に迷惑を

かけず行動する」「自分でできることは自分でする」 

〇積極性：「困った時でも前向きに取り組む」「自分の思ったことをはっきりと言う」

「人から言われなくても進んでやる」「先のことを考えて、計画を立てる」 

〇協調性：「困っている人に手助けをする」「友達が悪いことをしていたらやめさせる」

「相手の立場になって考える」「誰とでも協力してグループ活動を行う」 

 

 
 
 

令和２年７月号      庄原市教育委員会 
教育長 牧原 明人 

 

 

２ 


